
【 3 月は「ペイントクラブ」と「公民館講座」の作品展示 】

あじさい館では、市内の文化団体などが作成した絵画、写真、陶芸、工芸品の芸術作品
などを月替わりで展示しています。ぜひ、ご覧ください。

▼期間 2 月23日火～ 3 月28日日　　　　　　　　　　  問 生涯学習課 ☎ 029-897-0511

①きらきら
　谷川俊太郎　文
　吉田六郎　写真
②雪の結晶
　ケン・リブレクト　著

近年、歴史の名刀を扱った人気ゲーム「刀剣乱舞」
やイケメンの「刀剣男士」のミュージカルなど、日
本刀を多くの方に知る機会が増えています。日本刀
の展示ケースの前で歴女（歴史好きの若い女性）が、
真剣に鑑賞している姿が多く見られています。
市内でも、江戸時代に著名な刀が制作されまし

た。領主本堂家に属し、多くの名刀を制作した渡辺
貞照、通称「貞照」です。渡辺貞照は、文政２年（1819
年）に下稲吉村で生まれ、水戸刀の名工「平井貞俊」
につき、刀づくりの技術を習得しました。嘉永５年
（1852 年）には、本堂家お抱えの刀工となります。
そして、領主の命令で江戸に上り、西洋砲術（大砲・
短筒などの制作や使用法など）を大工原宗武に学び
ました。郷里に戻った貞照は、その成果を嶋木原（千

　2 月の和名は如月（きさらぎ）、衣更着（きさらぎ）、
麗月（れいげつ）、初花月（はつはなづき）、仲春（ちゅ
うしゅん）など、きれいな和名ですが、2月はまだ
寒い日が続きます。空から舞い降りてくる真っ白な
雪に想いをはせて、雪に関する本を紹介します。
【あらすじ】
①きらきら
　天然の雪を顕微鏡撮影した
美しい雪の結晶写真と、谷川
俊太郎の詩のような語りかけ
があいまって、きれいで幻想
的な写真絵本です。小さいお
子さまから大人まで、雪の結
晶の奥深い世界に誘い込まれ
ます。お子さんと一緒に読ん
でみてはいかがでしょうか。
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▼日時3 月6日土午後 2 時から

　※午後 1時半受付・開場

▼定員　先着 20 人

▼場所　あじさい館 [ 視聴覚室 ]

▼料金　１００円　
問 霞ヶ浦中地区公民館
☎ 029-897-0511

[ 上映時間111分 ]

パパはわるものチャンピオン
出演 棚橋弘至、木村佳乃

【 ストーリー 】
人気レスラーだった大村 ( 棚橋 ) は、膝に大ケガを負い、
かつての強さを取り戻せないまま悪役覆面レスラーとして
ブーイングを浴びる日々を送っていた。自分の仕事を息子
に打ち明けられずにいたが、ある日、正体がばれてしまう。

【 鑑賞の注意点】

マスクは必ず着用

してください。

おすすめ図書 !

市の名工 本堂家お抱えの刀工「貞照」

②雪の結晶
　美しい雪の結晶の写真を 250
点以上掲載しています。構造や
種類、しくみ、できかたなどが
解説されていて、巻末には雪の
結晶の観察方法が書かれていま
す。中の写真はとてもきれいで
見ごたえがあります。

3 月図書館カレンダー

■休館日：毎週月曜日

【お知らせ】

◎�新型コロナウイルス
感染症の影響によ
り、3 月のお話会、
児童館読み聞かせは
中止です。

問 図書館　☎ 029-897-0647

図書館ホームページでは、利用案内や図書
検索など図書館の情報を掲載しています▶

代田中学校周辺）や八幡池（中志筑長興寺付近）で
披露し、多くの民衆を驚かせたと伝えられています。
　現在、貞照の刀は、茨城県立歴史館に一振保管さ
れており、波文が美しく、素晴らしい短刀です。
令和 2年 12 月、貞照が制作した日本刀がもう一

振発見されました。発見されたのは、狩野平左衛門
岳也さん（宍倉）の自宅で、市歴史博物館へ寄贈され
ました。この刀は、長さ 68.8㎝、反りは 1.5㎝で、
銘文があり「常陽志筑藩士貞照作」と刻まれていま
す。「志筑藩」が存在したのは、明治元年（1868 年）
～明治４年（1971 年）に限定されますので、この時
期の制作と考えられます。今回発見された貞照の刀
は、多くの方に鑑賞していただくために、市歴史博
物館で紹介する予定です。
問 歴史博物館　☎ 029-896-0017
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投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。3 月 2 日火までに情報広報課（〒 300-0192 大和田 562）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合がありますのでご了承ください。また、音声読み上げに対応するため、漢字には

ふりがなの記載をお願いします。（内容を確認する場合がありますので、電話番号もご記載ください。）

狩野さん（ 左）、貞照の子
孫の渡辺祥子さん（中央）、
千葉歴史博物館長（右）

狩野さん宅で発見され、市
歴史博物館へ寄贈された、
貞照のもう一振の日本刀
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